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火炎加水分解法、または燃
焼加水分解法と呼ばれる乾
式法によって製造されたシリ
カ

事業者名



添付資料
備考

（測定方法等）

特性 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P15,29-30,32,52-58

有害性情報 添付有

添付資料
「No.1_AEROSILの人
体への影響」
「No.19_高分散性ｼﾘｶ
の生理作用」

結晶構造 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P15

凝集状態／分
散状態

添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P21-26

粒度分布 添付有
添付資料
「一次粒子粒度分
布」参照

平均一次粒径 ｎｍ 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P21-23,P62-63

製品粒径 ｎｍ 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P62-63

一次粒子ではなく、一次粒子（ほぼ球状）が融着した数珠状
の凝集粒子として存在。通常は凝集粒子が絡み合った集塊粒
子として存在するが、使用時の分散方法によって集塊粒子の
大きさは異なり、一次粒子まで分散できない。

一次粒子の粒度分布は電子顕微鏡写真から求めることができ
るが、凝集粒子サイズの分布は、実用的な測定技術がないた
め、測定は困難である。

弊社で取り扱っているものは、平均一次
粒子径が、約5～40nmの範囲のもので
す。
（約5, 7, 12, 16, 20, 30, 40nm）

添付資料参照

※代表的な製品のSDSを添付

２．ナノマテリアルの特性

・化学的に不活性で安定（フッ酸、強アルカリには溶解）
・増粘・チキソ性付与、ｺﾞﾑ等に補強性付与、粉体に流動性付
与、耐熱性向上付与等の効果あり
・高純度、低吸着水分、高比表面積、内部表面積がない、か
さ高い
・電気比抵抗が高い
・アモルファス構造（非晶質）

項目 概要

１．SDSの添付

ナノマテリアル特有の有害性情報は知られていないが、シリ
カ（特に弊社火炎加水分解法シリカ）の化学物質としての安
全性情報は添付のとおり。

アモルファス構造（非晶質）



製品形状 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P19-26

密度 g/cm3 添付有

・250mlﾒｽｼﾘﾝﾀﾞｰに加えた
AEROSILの重量（g）を2分
静置後の体積（cm3）で
割った値

・添付資料「ﾌｭｰﾑﾄﾞｼﾘｶ
AEROSILの基本特性」P62-
63参照（見掛比重(g/L)で
記載）

比表面積 m2/g 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P62-63

表面電荷 ｍV 添付無

化学組成 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P32,62-63

その他物理化
学的特性（気孔
率、拡散、重力沈
降、収着、湿式及
び乾式移動、酸化
還元と光化学反応
の影響、土壌中の
移動性等）

添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P29 に屈折率
P44 に水素解離

製造・輸入量
（平成31年度（令
和元年度）・概
数）

製造量

約０．０３－０．１

（真比重：2.2）

二酸化ケイ素　＞　99.9％

（不純物としては、微量であるが、副生成物のHCｌのほか、
原料やプラント由来の金属不純物がある）

屈折率：　約１．４６

電気比抵抗：　約１０×１０１２Ωcm
水中で負帯電（表面のシラノール基Si-OHの水素が解離して

Si-O－となる）

10,000-100,000 ｔ

３．ばく露情報

（１）製造・輸入に関する情報

粉体で、一次粒子はほぼ球状、それが不定形な数珠状に連な
り凝集粒子を形成。そして凝集粒子が絡み合って集塊粒子と
なっており、集塊粒子は数センチのフレークの大きさまであ
る。

弊社で取り扱っているものは、約50～
400 m2/gの範囲のものです。
（約５０、９０、１３０、２００、３０
０、３８０m2/g）

測定方法は一般的なBET法（窒素吸着
法）

データなし
（摩擦により、一般に負帯電を示すが、
表面処理したものでは正帯電を示すグ
レードもある）



主な用途① 用途分類

詳細分類

主な用途② 用途分類

詳細分類

主な用途③ 用途分類

詳細分類

主な用途④ 用途分類

詳細分類

主な用途⑤ 用途分類

詳細分類

製造・加工施
設及びプロセ
ス

添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P11

労働者のばく
露情報
（ばく露対象者、
ばく露活動・時間
等）

添付無

工程からの環
境排出量

添付無

計測技術と計
測結果

添付無

リスク評価結
果

添付無

ばく露・排出
抑制対策

添付無

火炎加水分解法

包装形態は、紙袋、フレキシブルコンテナ、FIBC（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｲﾝ
ﾀｰﾐﾃﾞｨｱﾑﾊﾞﾙｸｺﾝﾃﾅ）、サイロトラック（タンク輸送）が中
心。

包装作業員63名の1ヶ月延べ作業時間　10,941 時間
　（2019年12月)

環境排出はほとんどない。
（製造設備は密閉系であり、粉塵発生のある包装作業エリア
は局所排気設備を設置、回収粉塵は産業廃棄物として処
理。）

第三者機関による粉塵の作業環境測定を毎年実施。
管理区分1になるように管理。

４．リスク評価・管理の状況

中央労働災害防止協会の「化学物質リスクアセスメントのす
すめ方」に沿って評価した結果、大きなリスクはなく、最高
でもⅢ（中程度のリスク）であった（一部の場所で）。　Ⅲ
のものについては低くなるように対策実施。

粉塵マスク（ＤＳ２）着用
一般保護手袋、一般保護眼鏡着用
発じん場所では集塵機（局所排気装置）やドラフトを使用
作業員の教育

製造設備は密閉系であり、粉じん則に該当しないがそれに準
じた抑制対策をはかっている。

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P52-58

接着剤、粘着剤、シーリング材　

安定化剤、充填剤など

紙・パルプ薬品

主な用途

サイズ剤、定着剤、填料など

合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤

可塑剤、補強剤（接着促進剤等）、充填剤、安定化剤など

安定化剤、増粘剤、ブロッキング防止剤、
電荷制御剤、流動性付与剤など

添付有

（２）ばく露情報

可塑剤、充填剤、安定化剤など

印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）

塗料、コーティング剤　



労働者への教
育

添付無

今後の対策等
のロードマッ
プ

添付無

添付無
1940年代に開発されて以降、応用分野は現在も広がってお
り、今後もさらに新規分野で使用されていくと考えられる。

ナノマテリアルとしては特にないが、毎月の職場安全懇談
会、安全衛生委員会、安全査察を通じ、教育・管理・指導を
行っている。

作業環境測定の定期的実施並びに更なる改善を図り、粉塵飛
散防止に努める

５．ナノマテリアルの性質等に関する事業者のコメント（ユーザに対するアドバイス
等）

６．その他
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可燃性固体 区分外

自然発火性固体 区分外

生殖細胞変異原性 区分外

発がん性 区分外

オゾン層への有害性

5.　火災時の措置

吸入した場合

消火剤

眼の刺激が持続する場合は、医師の診断、手当てを受けること。

漏出した物質や消火用水等が、河川等に排出されないように配慮する。

気分が悪い時は、医師の手当て、診断を受けること。

飲み込んだ場合

1.　化学品及び会社情報

吸入した場合：咳

日本アエロジル株式会社

住所

059-345-5291

FAX番号

≧ 99.9% (1000℃、2hr灼熱後の分析値)

非晶質シリカ（二酸化ケイ素）

官報公示番号（化審法）

特有の危険有害性

皮膚を速やかに流水又はシャワーで洗うこと。

汚染された衣類を再使用する前に洗濯すること。

気分が悪い時は、医師の手当て、診断を受けること。

水で数分間注意深く洗うこと。

AEROSIL® 200

作成日： 2004年11月01日

改訂日： 2019年05月16日

改訂日： 2019/05/16 製品名：

SDS整理番号 1120002810

SDS整理番号： 1120002810

安全データシート（SDS)

製品名 AEROSIL® 200

会社名

水生環境急性有害性

粉じん爆発クラス

緊急連絡先 （平日8：30－17：00）059-345-5291

GHS分類

急性毒性（経皮）

(上記に記載のない危険有害性は、分類対象外か分類できない)

皮膚に付着した場合：肌荒れ

眼に入った場合：粘膜を刺激して炎症を起こす。

3.　組成及び成分情報

気分が悪い時は、医師の手当て、診断を受けること。

皮膚に付着した場合

(1)-548

成分及び含有量

4.　応急措置

単一製品・混合物の区別

周辺火災に応じて適切な消火剤を用いる。

粉塵や飛沫が飛散しないように注意して、風上から消火する。

被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。

口をすすぐこと。　無理に吐かせないこと。

気分が悪い時は、医師の手当て、診断を受けること。

急性症状及び遅発性症状

CAS番号

眼に入った場合

7631-86-9（silica）, 112945-52-5 (Silica, amorphous, fumed, crystalline free)

自己発熱性化学品 区分外

粉じん爆発しない

東京都新宿区西新宿2丁目3番1号　新宿モノリス１３階

急性毒性（経口）

化学名又は一般名

単一製品

2.　危険有害性の要約

区分外

担当部門 品質保証部

電話番号

水反応可燃性化学品 区分外

区分外

区分外

059-346-4657

眼に対する重篤な損傷又は眼刺激性

区分外

区分外

日本アエロジル株式会社
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粉じんの吸入を避けること。

取扱い後はよく手を洗うこと。 

空気中の濃度をばく露限度以下に保つために排気用の換気を行うこと。

臭いの閾値 非該当

粉じんが発生する場合は、粒子捕集効率95％以上の粉じんマスク（DS2ま
たはDS3タイプ）の着用すること。

接触回避

床面に残るとすべる危険性があるため、こまめに処理する。

排水溝、下水溝、地下室あるいは閉鎖場所への流入を防ぐ。

安全取扱い注意事項

ＴＬＶ-TWA　10mg/m3 (2011年版)

密閉された場所は換気する。

作業者は適切な保護具（「８．ばく露防止及び保護措置」の項を参照）を

河川等に排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。

7.　取扱い及び保管上の注意

封じ込め及び浄化の方法・機材

呼吸器の保護具

取扱い後はよく手を洗うこと。

9.　物理的及び化学的性質

粉塵が発生するときは、空気汚染物質を許容濃度以下に保つために換気
装置を設置する。

眼の保護具

皮膚及び身体の保護具

手の保護具

衛生対策

危険でなければ火災区域から容器を移動する。

消火を行う者の保護 消火作業の際は、周辺火災に応じて適切な空気呼吸器、化学用保護衣を
着用する。

危険でなければ漏れを止める。

環境に対する注意事項

漏洩物を掃き集めて空容器に回収する。 電気掃除機等で吸い取る。

「８．ばく露防止及び保護措置」に記載の局所排気、全体換気を行う。

飛散しやすいので静かに取り扱う。

「１０．安定性及び反応性」を参照。

取扱い

技術的対策

「８．ばく露防止及び保護措置」に記載の設備対策を行い、保護具を着用する。

環境中に放出してはならない。

6.　漏出時の措置

人体に対する注意事項
保護具及び 緊急時措置

着用し、眼、皮膚への接触や吸入を避ける。

直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離する。 

関係者以外の立入りを禁止する。

保管

許容濃度

「１０．安定性及び反応性」を参照。

吸湿や過度の圧縮をうけないよう保管。

開封時は密閉容器に入れて乾燥状態で貯蔵し、揮発性物質から保護。

安全な保管条件

安全な容器包装材料

第3種粉塵　吸入性粉塵　2mg/m3   総粉塵　8mg/m3 (2015年版)

設定されていない。

日本産業衛生学会

包装、容器の規制はないが吸湿性を有する為、密閉式の破損しない容器に
保管することが望ましい。

8.　ばく露防止及び保護措置

管理濃度

4.0～4.5 （4％水分散液中）ｐＨ

設備対策

白色微粉末

ACGIH 

臭い 無臭

静電気帯電防止対策を行う。

直射日光、水濡れを避け、屋内保管（室温）。

保護具

外観(物理的状態、形状、色)

ゴム手袋または皮手袋の着用すること。なお、保護手袋は洗濯等により清
潔な状態を保持できる場合を除き、使い捨てが望ましい。

ゴーグル型保護眼鏡等を着用すること。

適切な保護衣を着用すること。

日本アエロジル株式会社
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蒸発速度 非該当

燃焼性 非該当

爆発範囲 上限 非該当

下限

（20℃）

粘度 非該当

その他の情報

最大爆発圧力

反応性

化学的安定性

危険有害反応可能性

避けるべき条件

混触危険物質

危険有害な分解生成物

呼吸器感作性：

水生環境急性有害性

甲殻類：

約2.2 g/cm3

＞1mg/l

特定標的臓器毒性、反復ばく露

通常の保管条件（常温）では安定

刺激性　　　：

（方法：文献/実験的可能な最大濃度)

（方法：文献)

粉じんの拡散

情報なし

情報なし

通常の取り扱い条件（常温）では安定

非該当

生態毒性

（方法：文献)

吸入LC0 （ラット）： 0.139 mg/l/4h

データなし

Group 3  （ヒトに対する発がん性については分類できない）

腐食性　　　：

ウサギ　刺激性なし

ネガティブ影響はない (方法：文献）

データなし

非該当

非該当

約1700℃　（融点）

水に対する溶解度

データなし

分解温度 ＞2000℃

蒸気圧

比重（密度）

非該当

データなし

急性毒性 経口LD50（ラット）　： ＞10,000 mg/kg （方法：文献)

n-オクタノール/水分配係数 データなし

自然発火温度 データなし

＞5,000 mg/kg

EC50：＞10,000mg/ｌ/24h　（Daphnia magna）

データなし

生殖毒性

特定標的臓器毒性、単回ばく露 データなし

ラットにおける反復毒性試験（経口/吸入）において、生理学的変
化は認められない

吸引性呼吸器有害性

LC50：＞10,000mg/ｌ/96h　（Brachydanio rerio）魚類　：

皮膚感作性： データなし

ネガティブ影響はない

(方法：OECD 203)

最小着火エネルギー

10.　安定性及び反応性

発がん性

生殖細胞変異原性 試験管内および体内実験において、変異原性の証拠なし　（方法：文献)

発火点

12.　環境影響情報

融点・凝固点

IARC　：

フッ化水素酸、強アルカリ

11.　有害性情報

眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性 （方法：文献)

経皮LD50（ウサギ）：

皮膚腐食性及び皮膚刺激性

呼吸器感作性又は皮膚感作性

ウサギ　刺激性なし

沸点、初留点及び沸騰範囲 非該当

引火点

日本アエロジル株式会社
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水生環境慢性有害性 ：

オゾン層への有害性

：

：

  該当しない（2017年8月3日施行より） 

  該当しない（2017年8月3日施行より） 

： 57条 名称等を表示すべき有害物

   57条の2 名称等を通知すべき有害物

データなし

モントリオール議定書の規制対象物の使用はなく区分外と判断

JIS Z 7252 (2014年）「GHSに基づく化学品の分類方法」

非危険物

航空規制情報

国内規制

陸上規制情報

2011 TLVs and BEIs (ACGIH)

PRTR法

16.　その他の情報

：　該当しない

： 別表第一の16項に該当する。

労働安全衛生法　

粉じん障害防止規則

海上規制情報

非該当

データなし

残留性・分解性

生体蓄積性

非該当

海洋汚染物質 非該当

土壌中の移動性

(方法：OECD 202)

IARC Monographs on the Evaluation of Carcinogenic Risks to Humans　Volume 68 (1997)

参考文献

ナノマテリアルについて

厚生労働省通知（基発第0331013号）の対象となるナノマテリアルは「元素等を原材料として製造された固
体状の材料であって、大きさを示す３次元のうち少なくとも一つの次元が約1nm～100nmであるナノ物質
(nano-objects)及びナノ物質により構成されるナノ構造体（nanostructured material）（ナノ物質の凝集した物
体を含む。）をいうものであること」とあり、当該製品は、このナノマテリアルの定義に包括されると考えられ
ます。

15.　適用法令

輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れ
のないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。重量物
を上積みしない。

13.　廃棄上の注意

国際規制

JIS Z 7253 (2012年）「GHSに基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法-ラベル、作業場内の表示及び安
全データシート」

本安全データシート（SDS）は、現時点で入手できる最新の資料、データに基づいて作成しており、新しい知見に
より改訂されることがあります。またSDS中の注意事項は通常の取扱いを対象にしたものです。取扱いの際は用
途、使用法に適した安全対策を実施してください。本SDSは情報を提供するものであり、記載内容を保証するも

はありま ん

特別の安全対策

非危険物

輸出貿易管理令　

藻類：

データなし

残余廃棄物 廃棄においては、関連法規並びに地方自治体の基準に従うこと。
都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地
方公共団体がその処理を行っている場合にはそこに委託して処理す
る。 廃棄物の処理を依託する場合、処理業者等に危険性、有害性を
十分告知の上処理を委託する。

国連分類 非該当

データなし

容器は清浄にしてリサイクルするか、関連法規並びに地方自治体の
基準に従って適切な処分を行う。 空容器を廃棄する場合は、内容物を
完全に除去すること。

14.　輸送上の注意

汚染容器及び包装

：　当該規則に定める「鉱物」に関する作業に該当する場合は、当該規則に従っ
て取り扱うこと。

日本アエロジル株式会社
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一次粒子粒度分布
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